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実務経験

教員
シラバス

ページ番号
授業科目名

単位
時間数

実務経験
教員

シラバス
ページ番号

コミュニケーショントレーニング 60 ドッグトレーナー 1 キャリアガイダンス 60 ドッグトレーナー 12

ビジネスソフト実習⑴ 60 ドッグトレーナー 2 ビジネスソフト実習⑵ 60 ドッグトレーナー 13

ビジネスマナー 30 ドッグトレーナー 3 犬の健康管理 30 ドッグトレーナー 14

愛玩動物飼養管理学 60 ドッグトレーナー 4 犬学⑵ 60 ○ ドッグトレーナー 15

犬の健康管理 30 ドッグトレーナー 5 POP広告実習 60 ○ ドッグトレーナー 16

小動物飼育管理学 30 ○ ドッグトレーナー 6 グルーミング⑵ 210 ○ ドッグトレーナー 17

犬学⑴ 60 ○ ドッグトレーナー 7 トレーニング実習⑵ 360 ○ ドッグトレーナー 18

グルーミング⑴ 180 ○ ドッグトレーナー 8 ドッグライフアドバイザー⑵ 60 ○ ドッグトレーナー 19

トレーニング実習⑴ 210 ○ ドッグトレーナー 9 猫学 30 ○ ドッグトレーナー 20

ドッグライフアドバイザー⑴ 60 ○ ドッグトレーナー 10 ペットショップ販売学⑵ 60 ○ ドッグトレーナー 21

ペットショップ販売学⑴ 60 ○ ドッグトレーナー 11 ホリスティックケア 30 ○ ドッグトレーナー 22

実務経験のある教員等による授業単位合計 600 実務経験のある教員等による授業単位合計 870

合計 1,470

ドッグトレーナー科（２年）

黄色表示の授業科目は実務経験のある教員等による授業科目

１年次 ２年次



令和7年度　シラバス

単位数

4

時間数

60

時数

授業科目名 コミュニケーショントレーニング

担当者名 千葉　雅司・澤口　桂

実務経験

授業概要 コミュ―ケーションの取り方と履歴書などインターンシップの際に必要になる書類作成について学ぶ

学習到達
目標

コミュ―ケーションの取り方と履歴書などインターンシップの際に必要になる書類作成について学ぶ

評価方法 筆記試験・実技試験

授業方法
（インターズー）

ドッグトレーナー 1 通年 必修 座学

教科書

コミュニケーションマナー・＆キャリアガイダンス
学科 学年 学期 科目種別

3 コミュニケーションマナー お辞儀の仕方

4 コミュニケーションマナー 笑顔と身だしなみ

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 自己紹介 自己紹介時のポイントや話し方

2 コミュニケーションマナー 挨拶と返事

7 コミュニケーションマナー 伝える力・聞く力

8 コミュニケーションマナー 敬語・大和言葉

5 コミュニケーションマナー メラビアンの法則

6 コミュニケーションマナー 職場で言葉遣い

11 コミュニケーションマナー マジックフレーズ

12 コミュニケーションマナー ほう・れん・そう

9 コミュニケーションマナー 敬語・大和言葉

10 コミュニケーションマナー マジックフレーズ

15 前期末試験

16 試験返却・解答解説　インターンシップの目的・進め方 インターンシップの目的

13 コミュニケーションマナー ほう・れん・そう

14 前期のまとめと試験範囲発表

19 インターンシップの目的・進め方 履歴書作成

20 インターンシップの目的・進め方 資格の書き方

17 インターンシップの目的・進め方 インターンシップの進め方

18 インターンシップの目的・進め方 履歴書作成

21 インターンシップの目的・進め方 資格の書き方

ドッグトレーナー1



30

27

試験返却・解答解説

28 インターンシップの目的・進め方 電話練習

29 後期末試験

インターンシップの目的・進め方 電話練習

26 インターンシップの目的・進め方 電話（インターンシップ依頼）

25 インターンシップの目的・進め方 送り状の作り方

22 インターンシップの目的・進め方 封筒の書き方

23 インターンシップの目的・進め方 封筒の書き方

24 インターンシップの目的・進め方 送り状の作り方

ドッグトレーナー1



令和7年度　シラバス

単位数

2

時間数

60

時数

29 検定試験直前対策 全経２、３級の過去問題

30 期末試験 フリーレイアウト（図版率の高い）文書作成

27

28 Wordの応用 はがき作成、差し込み印刷

編集機能（雑誌）
テキストボックスのリンク
テーブルを使用したボックスデザイン
【 演習課題実施 】

25

26

23

24

インターネットの活用
インターネットの情報（文書、画像）の活用
著作権、トリミング、透明色の指定など
【 演習課題実施 】

21

22
編集機能（段組、ページ罫線）

段組とドロップキャプス
【 演習課題実施 】

19

20
編集機能（スマートアート）

スマートアートの種類と活用
【 演習課題実施 】

17 検定試験直前対策 全経２、３級の過去問題

18 検定試験直前対策 全経２、３級の過去問題

15 前期末試験 全経２級程度の内容（入力と文書作成）

16 検定試験直前対策 全経２、３級の過去問題

13 編集機能（ワードアート） ワードアートのスタイル、効果

14 編集機能（図形） 図形描画（地図作成）

11 編集機能（図版の活用） 画像、テキストボックスの利用

12 編集機能（図版の活用）
画像の編集・効果、整列、順番、グループ化、頂
点）

9 編集機能（表の作成） 表作成（行、列の追加・削除・線種など）

10 編集機能（表の作成） 表作成（セルの結合・分割など）

7 文書作成 編集（文字位置、インデント、箇条書き）

8 文書作成 縦書き文書と文字装飾

5 文書作成 ページのサイズ、行数、文字数、余白など

6 文書作成 編集（移動、コピー、削除など）

3 文書作成 簡単な文書を作成、文節変換

4 文書作成 文書ファィル管理、フォルダ作成

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 オリエンテーション、PCの使い方 教科目標、windowsの操作など

2 文字入力 ひらがな・カタカナ・漢字・英字・記号の入力

授業概要
ビジネス社会でパソコンは欠かせない道具（ツール）であり、ペット業界とはいえ例外ではありません。その中
でもビジネス文書の作成は特に求められるスキルであり、その手段としてワープロソフトの利活用があります。

学習到達
目標

MS-Wordを使用し、定型ビジネス文書やフリーレイアウトのポスターなど様々な種類の見易い文書を制作でき
る事を目標とする。　また、全国経理教育協会主催の文書処理検定（３・２級）の取得も目標とします。

評価方法 実技試験・課題取組・出席などの総合評価

教科書

３０時間でマスターＷｏｒｄ２０１９
学科 学年 学期 科目種別

授業科目名 ビジネスソフト実習（１）

担当者名 間中　隆

実務経験

授業方法
（実教出版）

ドックトレーナー 1 前後期 必修 実習

ドッグトレーナー2



令和7年度　シラバス

単位数

2

時間数

30

時数

15 試験返却・まとめ 試験の解答・解説とまとめ

13 情報収集とメディアの活用 情報の取捨選択

14 期末試験 試験実施

11 ビジネス文書の基本 役割と書き方・種類・作成例

12 統計・データのお見方・まとめ方 表とグラフの役割と特徴・作り方

9 話し方と聞き方のポイント 敬語の種類と使い方・聞き方の基本

10 来客応対と訪問の基本マナー 来客応対の基本・名刺交換・訪問のマナー

7 指示の受け方と報告、連絡、相談 指示を受けるポイント・報連相・忠告の受け方

8 話し方と聞き方のポイント ビジネスにふさわしい話し方・言葉遣い

5 コミュニケーションとビジネスマナーの基本 社会人としての身だしなみ・あいさつ・お辞儀

6 コミュニケーションとビジネスマナーの基本 仕事中の態度と健康管理

3 仕事の基本となる８つの意識 目標意識・協調意識・改善意識・コスト意識

4 コミュニケーションとビジネスマナーの基本 コミュニケーションの基本

2 仕事の基本となる８つの意識 顧客意識・品質意識・納期意識・時間意識

授業概要 社会人として求められる基本的なビジネスマナーや一般常識を理解する

学習到達
目標

ジョブパス３級の合格

評価方法 筆記試験

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 キャリアと仕事へのアプローチ
働く意識・仕事への取り組み方・会社の基本と
ルール

授業方法
（日本能率協会マネジメントセンター）

ドックトレーナー 1 前期 必修 座学

科目種別

教科書

ビジネス能力検定ジョブパス3級公式テキスト
学科 学年 学期

授業科目名 ビジネスマナー

担当者名 澤口　桂・千葉　雅司

実務経験

ドッグトレーナー3



令和7年度　シラバス

単位数

4

時間数

60

時数

24 動物の飼養管理 その他の哺乳類の飼養管理

25 動物の飼養管理 その他の哺乳類の飼養管理

22 動物の飼養管理

30 試験返却・まとめ 試験の解答・解説とまとめ

26 動物のしつけ 学習理論、犬と猫の社会化

29 期末試験 試験実施

27 動物のしつけ 学習理論、犬と猫の社会化

28 動物のしつけ 学習理論、犬と猫の社会化

犬の飼養管理、猫の飼養管理

14

動物の飼養管理

試験実施期末試験

18 動物の飼養管理（総論）、健康増進と疾病予防

動物のからだの仕組みと働き 感覚器、体内の情報伝達、繁殖

15 試験返却・まとめ 試験の解答・解説とまとめ

16 動物のからだの仕組みと働き 感覚器、体内の情報伝達、繁殖

2 愛玩動物飼養管理士の社会活動 協会の目的・事業、求められるもの

授業概要 動物関係法令の理解と動物種ごとの生態についての理解、動物の適正飼養に関する知識を身につける

学習到達
目標

愛玩動物飼養管理士２級に合格すること

評価方法 筆記試験

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 学習の進め方と課題の説明

授業科目名 愛玩動物飼養管理学

担当者名 澤口　桂・千葉　雅司

実務経験

教科書

愛玩動物飼養管理士　2級教本　第1・2巻
学科 学年 学期 授業方法

ドックトレーナー 1 通年 必修 座学

科目種別

8 動物関係法令概説
動物と法律との関係、動物の愛護及び管理に関
する法律、

9 動物関係法令概説
動物と法律との関係、動物の愛護及び管理に関
する法律、

13 動物のからだの仕組みと働き 基本の仕組み、栄養、酸素、老廃物の排出

10 動物関係法令概説
動物の飼養及び保管に関する基準等、家庭飼
育動物に関わる関係法令、野生動物に関わる関

11 動物関係法令概説
動物の飼養及び保管に関する基準等、家庭飼
育動物に関わる関係法令、野生動物に関わる関
係法令

12 動物のからだの仕組みと働き 基本の仕組み、栄養、酸素、老廃物の排出

3 愛玩動物飼養管理士の社会活動 協会の目的・事業、求められるもの

7 人と動物の関係学
影響し合う人と動物、人を支える動物たち、動物
から子どもが学ぶこと

4 動物愛護論Ⅰ
各文化における動物観、近代的動物愛護運動
の始まり、アニマルライツ

5 動物愛護論Ⅰ
各文化における動物観、近代的動物愛護運動
の始まり、アニマルライツ

6 人と動物の関係学
影響し合う人と動物、人を支える動物たち、動物
から子どもが学ぶこと

23 動物の飼養管理 犬の飼養管理、猫の飼養管理

17

19 動物の飼養管理 動物の飼養管理（総論）、健康増進と疾病予防

20 動物の飼養管理 環境衛生、飼養衛生、管理衛生

21 動物の飼養管理 環境衛生、飼養衛生、管理衛生

ドッグトレーナー4



令和7年度　シラバス

単位数

2

時間数

30

時数

必修 座学

科目種別

授業科目名 犬の健康管理
担当者名 金野　留奈

実務経験

授業方法

教科書

めざせ早期発見！わかる犬の病気
学科 学年 学期

ドッグトレーナー 1 後期

2 身体検査の方法について
目視・触診等により実施できる身体検査法に
ついて学び、正常な状態を知る。

授業概要
講義を通して様々な病気に関する知識を得ることで、早期発見と予防に努められる力を身に付けられるよう
進めていく。

学習到達
目標

・日常でよく見られる犬猫の病気について理解する。
・病気になる前の予防と悪化する前の早期発見の重要性を理解する。
・健康管理について、飼い主様に説明できる力を身に付ける。

評価方法 筆記試験

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 健康管理の必要性
飼育下の動物が満たされるべき基本的ニーズ
について

3 身体検査の方法について
目視・触診等により実施できる身体検査法に
ついて学び、正常な状態を知る。

4 狂犬病の発生状況、感染経路、症状について 狂犬病とはどのような病気かを知る。

5 狂犬病予防法（犬の登録、予防接種）について
全国の犬の登録頭数と予防接種状況を知り、
狂犬病予防法における飼い主の義務について
学ぶ。

6 犬の混合ワクチンの種類について
犬の混合ワクチンの種類と、予防接種により予
防できる犬の病気について知る。

7 猫の混合ワクチンの種類について
猫の混合ワクチンの種類と、予防接種により予
防できる猫の病気について知る。

8 ワクチネーションプログラムについて
適切なワクチン接種の間隔、接種後の注意事
項、副作用について知る。

9 消毒の必要性について
トリミングサロンやペットショップ等で行われる
消毒の必要性を学び、消毒薬の種類とその方
法について知る。

10 消毒の必要性について
トリミングサロンやペットショップ等で行われる
消毒の必要性を学び、消毒薬の種類とその方
法について知る。

11 フィラリア症の感染経路、症状について フィラリア症とはどのような病気かを知る。

12 予防方法について
フィラリア予防薬の種類、予防時期や方法な
ど、個々に応じた適切な選択ができるよう学
ぶ。

15 試験返却と解説・まとめ 解説・まとめ

13 ノミ・マダニ予防について
ノミ・マダニのライフサイクル、寄生により引き
起こされる病気、予防方法について知る。

14 前期末試験 期末試験

ドッグトレーナー6



令和7年度　シラバス

単位数

2

時間数

30

時数

授業科目名 小動物飼育管理学

担当者名 千葉　雅司

実務経験 ペットショップでの勤務経験あり

教科書

ペットの飼養管理
学科 学年 学期 授業方法

（日本愛玩動物協会）

ドッグトレーナー 2 後期 必修 座学

科目種別

2 ウサギの飼育方法 必要な用品

授業概要 ペットショップで取り扱いのある代表的な小動物の特徴について学ぶ

学習到達
目標

ウサギ・フェレット・ハムスター・セキセイインコの特徴を理解する

評価方法 筆記試験

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 ウサギの飼育方法 ウサギの特徴

3 ウサギの飼育方法 注意が必要な病気

4 フェレットの飼育方法 フェレットの特徴

5 フェレットの飼育方法 必要な用品

6 フェレットの飼育方法 注意が必要な病気

7 ハムスターの飼育方法 ハムスターの特徴

8 ハムスターの飼育方法 必要な用品

9 ハムスターの飼育方法 注意が必要な病気

10 セキセイインコの飼育方法 セキセイインコの特徴

11 セキセイインコの飼育方法 必要な用品

12 セキセイインコの飼育方法 注意が必要な病気

15 試験返却・解答・解説　まとめ まとめ・解説

13 人畜共通感染症
小動物から感染しやすいズーノーシスについ
て

14 前期末試験 前期末試験

ドッグトレーナー6



令和7年度　シラバス

単位数

4

時間数

60

時数

消化器系、呼吸器系、生殖器系について学ぶ

10 構造と機能 泌尿器系、内分泌系、循環器系、血液について学ぶ

4 犬種グループの特徴と代表的な犬種 第７～８グループ

5 犬種グループの特徴と代表的な犬種 第９～１０グループ

栄養と健康 歯の管理について

21 栄養と健康 嘔吐と下痢について

18 栄養と健康 伝染病とワクチン接種、寄生虫について

19 栄養と健康 皮膚・耳・眼の病気について

20

16 試験返却・解答・解説　まとめ まとめ・解説

17 栄養と健康 栄養管理について

15 前期末試験 前期末試験

14 生理と繁殖 出産時の注意点、健康管理について

生理と繁殖 繁殖の現状、目的、注意点について学ぶ

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

行動学 正常行動と問題行動

起源・進化・分類・遺伝 犬の歴史と起源について学ぶ

7 起源・進化・分類・遺伝 犬の歴史と起源について学ぶ

8 構造と機能 外形と外皮、運動器系について学ぶ

12

13

11 構造と機能 神経系、感覚器系について学ぶ

9 構造と機能

授業概要 犬の歴史や体の特徴、犬の繁殖方法を学ぶ

学習到達
目標

犬の習性・本能・繁殖について理解する

評価方法 筆記試験

6

教科書

イラストでみる犬学
学科 学年 学期 科目種別

1 犬種グループの特徴と代表的な犬種 第１～２グループ

2 犬種グループの特徴と代表的な犬種 第３～４グループ

3 犬種グループの特徴と代表的な犬種 第５～６グループ

授業科目名 犬学（１）

担当者名 星川　静香

実務経験 ドッグトレーニング教室での勤務経験あり

授業方法
（講談社）

ドッグトレーナー 1 通年 必修 座学
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24 専門用語 よく使用する専門用語について解説

25 注意する病気 注意が必要な病気の症状と注意点

22 専門用語 よく使用する専門用語について解説

23 専門用語 よく使用する専門用語について解説

30 試験返却・解答解説 解説・まとめ

28 注意する病気 注意が必要な病気の症状と注意点

26 注意する病気 注意が必要な病気の症状と注意点

27 注意する病気 注意が必要な病気の症状と注意点

29 後期末試験 後期末試験

ドッグトレーナー7



令和7年度　シラバス

単位数

6

時間数

180

時数

15 試験返却・解答・解説　まとめ まとめ・解説

16 幼犬と高齢犬について 幼犬と高齢犬の扱い方と注意点、各作業のポイント

13 試験範囲の復習・実技試験① 実技試験開始

14 前期末試験・実技試験② 前期末試験

11 体の構造
歯並びの構造と名称、かみ合わせについて知る
犬種別のかみ合わせを知る

12 体の構造
お腹のバリカン作業の注意点を理解する
ライフステージに合わせた対応について知る

9 体の構造
耳の構造を理解し、耳掃除の範囲を理解する
よく見る症状や、その対応について知る

10 体の構造 爪の構造を理解し、切る範囲を知る

7 犬体名称 正しい犬体名称と、その部位を知る

8 体の構造
耳の構造を理解し、耳掃除の範囲を理解する
よく見る症状や、その対応について知る

5 グルーミング用語
グルーミング用語と、その作業の内容・目的について
理解する

6 骨格名称
犬の体に負担の少ない保定について、骨格から理解
する

3 器具の説明

配布された器具や教室の設備について理解する。
各器具の使用方法や消毒方法、正しい管理方法を知
る。

4 器具の説明
配布された器具や教室の設備について理解する。
各器具の使用方法や消毒方法、正しい管理方法を知
る。

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 犬を扱う上での注意点と心構え
正しい対応をする理由を含めて理解する。
モデル犬の性格に合わせた対応や、犬から目を離さ
ないよう努めることを理解する

2 備品の使用方法
配布された器具や教室の設備について理解する。
各器具の使用方法や消毒方法、正しい管理方法を知
る。

授業概要 グルーミングの目的を理解し、基本的な作業を身につける

学習到達
目標

グルーミングの目的や器具の名称・使い方を理解しグルーミング作業を行えること

評価方法 筆記・実技試験

教科書

学科 学年 学期 科目種別

授業科目名 グルーミング（１）

担当者名 土屋　葉子・星川　静香・嘉藤　菜実

実務経験 トリミングサロンでの勤務経験あり

授業方法

ドッグトレーナー 1 通年 必修 座学・実習

トリマーのためのベーシックペット
カット
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29 後期末試験・実技試験② 後期末試験

30 試験返却・解答解説 解説・まとめ

27 クリッパーについて クリッパーの使用方法、使い分け、注意点

28 試験範囲の復習・実技試験① 実技試験

25 ヒゲ切り、肛門周り
ヒゲ切りをしない犬と理由。肛門周りのカットと保定方
法

26 ハサミによる作業の強化 ハサミを使った作業を集中して行い、理解つなげる

23 毛玉について 毛玉の裂き方の注意点と保定の仕方

24 ヒゲ切りについて ヒゲ切りの際の注意点、保定方法

21 毛玉について 毛玉ができる原因

22 毛玉について 毛玉ができやすい箇所。毛玉を裂く方法と注意点

19 シャンプーとリンス
役割とPHの説明。弱酸性と弱アルカリ性の分類、リン
スの効果。デリケートな被毛の弱点と適切なお手入

20 シャンプーとリンス
役割とPHの説明。弱酸性と弱アルカリ性の分類、リン
スの効果。デリケートな被毛の弱点と適切なお手入
れ

17 皮膚と被毛について 被毛のタイプと換毛期

18 皮膚と被毛について 皮膚の構造
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令和7年度　シラバス

単位数

7

時間数

210

時数

105 試験返却・まとめ

66～78 行動の形成 キャッチング

79～91 行動の形成 シェイピング

91～103 脱感作と拮抗条件付け 情動反応が変われば通常行動は変化する

104 後期末試験

34 行動の形成について 三項随伴性を理解する

35～40 行動の形成 動きを理解し、指示語を追加する

41～52 行動の形成 クリッカートレーニング

53～65 行動の形成 プロンプト

15 試験返却・解答解説

16～21 仔犬の社会化 社会的刺激への馴化

22～27 仔犬の社会化 人への慣れ

28～33 仔犬の社会化 犬同士の関係づくり

11 ワントライアルラーニングについての理解 たった一度の経験が犬に与える影響

12 古典的条件付け 情動が犬の行動を変化させる

13 オペラント条件付け 個々に合った強化子を見つける

14 前期末試験

授業概要 様々な犬とのふれあいにより、コミュニケーションの取り方と犬の性格や特徴を読み取る観察眼を養う。

学習到達
目標

犬とのコミュニケーションの取り方やしつけの基礎を理解する

評価方法 筆記・実技試験

1～5 犬のボディランゲージを読み取る 個々の性格・気質の理解

6～10 犬のボディランゲージを読み取る 他個体との関係性を見る

必修 座学・実習

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 通年

科目種別

授業科目名 トレーニング実習（１）

担当者名 澤口　桂・星川　静香

実務経験 ドッグトレーニング教室での勤務経験あり

授業方法

教科書

犬のしつけ学（基礎と応用）
学科 学年 学期

ドッグトレーナー
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令和7年度　シラバス

単位数

4

時間数

60

時数

29 後期末試験

30 試験返却・解答解説

実務経験 ドッグトレーニング教室での勤務経験あり

ドッグライフアドバイザー（１）

担当者名 澤口　桂・星川　静香

授業方法

教科書

犬のしつけ学（基礎と応用）
学科 学年 学期 科目種別

ドッグトレーニングマニュアル
ドッグトレーナー 1 通年

学習到達
目標

犬が選択する行動を見て、犬の性格、傾向を理解でき、なぜその行動を起こしたかを考えられるようになる。

評価方法 筆記試験

授業概要 犬の本能と行動、ボディーランゲージ、しつけに必要な理論を理解する。

必修 座学

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 オリエンテーション トレーナーの役割。学ぶべきこと。

2 犬のしつけやトレーニングの考え方と必要性 求められるマナーとルール。

3 生得的行動（本能的行動） 犬という生き物について。

4 学習の仕組み（古典的条件付け） 条件反射や対象物への情動反応について。

5 学習の仕組み（オペラント条件付け）
動物が行動を起こす・起こさない理論を理解す
る。

6～7 強化・罰・強化子・罰子・正・負
動物が行動を起こす・起こさない理論を理解す
る。

8 消去バースト・自然的な回復・トレーニングの考え方 犬の反応、行動について理解する。

９～10 犬の本能 「犬」が生得的に選択する行動について。

11 動物の行動 個体行動と社会行動について。

12～13 動物の示す異常な行動
フラストレーションと病気が原因となる、正常な
行動を逸脱した状態について。

14 前期末試験

15 試験返却・まとめ

16 トレーニングの考え方 犬の反応、行動について理解する。

23 基本的な指針
トレーニングの基本的なルールについて理解す
る。

24 犬の行動を引き出す プロンプトの手法と落とし穴について。

17 先行事項・刺激のパッケージ・刺激制御・般化 犬の反応、行動について理解する。

18 正の強化と効果 行動を安定させる概念について学ぶ。

22 嫌悪刺激 嫌悪刺激について学び「罰」を理解する。

19 正の強化と効果
トレーニングに対する報酬・強化スケジュール
強化制限時間・変動強化スケジュール・ジャック
ポッド

20～21 一次性強化子・二次性強化子 犬にとって価値のあるものについて理解する。

28 犬のカーミングシグナル 犬が発するサイン（犬語）について。

25 犬の行動を引き出す キャッチングの手法と落とし穴について。

26 犬の行動を引き出す 逐次近似による行動形成の手法について。

27 犬のボディーランゲージ
表情を決めるメカニズムについて。その変化の様
子。

ドッグトレーナー10



令和7年度　シラバス

単位数

4

時間数

60

時数

子犬との遊び

6 子犬の飼い方 子犬の病気

子犬の飼い方 子犬のトレーニング

教科書

ペットショップ　基礎＆実践
学科 学年 学期 科目種別

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

授業科目名 ペットショップ販売学（１）

担当者名 千葉　雅司

実務経験 ペットショップでの勤務経験あり

授業方法
（インターズー）

子犬の育て方がわかる本
ドッグトレーナー 1 通年 必修 座学

（誠文堂新光社）

7 動物の仕事の種類と内容 実際の仕事内容の理解をする

8 実際の仕事内容の理解をする
動物のプロとして働く際に必要になる考え方と心
構えを学ぶ

授業概要
子犬の育て方や注意点について学習する。
動物販売時の注意点や説明のポイント、フードや栄養学、犬種・猫種について学習する。

学習到達
目標

命ある生き物を販売する責任と最低限の知識を身につける。

評価方法 筆記試験

1 子犬の飼い方 子犬生活について

2

3

4

子犬の飼い方 季節と月ごとの過ごし方

子犬の飼い方 1歳になるまでの子犬とのつきあい方

5

子犬の飼い方

11 耳・目・鼻の特徴 特徴的な器官の特徴と役割について学ぶ

12 健康管理をする際のチェックポイント
健康管理の際、普段からチェックしておく箇所につ
いて学ぶ

9 動物販売時の注意点 動物を販売する際の心構えと意識について学ぶ

10 犬の歴史と特徴について
犬の起源から、現在に至るまでの歴史と特徴につ
いて学ぶ

15 前期末試験 前期末試験

13 感染症とワクチン
特に注意が必要な感染症とワクチンの種類・必要
性について学ぶ

14 社会化期について 犬の社会化期と時期について学ぶ

18 猫の特徴
猫の特徴と感染症、ワクチンの必要性について学
ぶ

19 犬との説明の違いと注意点 犬との違いについて理解する

16 試験返却・解答・解説　まとめ まとめ・解説

17 猫の歴史と特徴について
猫の起源から、現在に至るまでの歴史と特徴につ
いて学ぶ

20 犬・猫の食性活、嗜好性について 食生活の特徴や嗜好性のポイントについて学ぶ

21 動物の5大栄養素 炭水化物・脂質・タンパク質の特徴
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22 動物の5大栄養素と水 ミネラル・ビタミン・水の特徴

23 ペットフードの種類 水分含有量別の特徴

26 ペットフードの種類 成長段階別の特徴

24 ペットフードの種類 目的食別の特徴

25 ペットフードの種類 価格帯別の特徴

29 後期末試験 後期末試験

30 試験返却・解答解説 解説・まとめ

27 ペットシーツ 良く売れるサイズ・特徴

28 猫砂 原材料による違い
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令和7年度　シラバス

単位数

4

時間数

60

時数

教科書

学科 学年 学期 科目種別

授業科目名 キャリアガイダンス

担当者名 千葉　雅司・澤口　桂

実務経験

授業方法

ドッグトレーナー 2 通年 必修 座学

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 面談・面接練習 個人面談

2 面談・面接練習 個人面談

授業概要 面談・面接を行い就職対策を行う。社会人になった際、必要になる最低限の知識も学ぶ

学習到達
目標

保険や年金、マナーなど社会人として最低限知っておくべき知識を身につける。

評価方法 筆記試験

5 面談・面接練習 個人面談

6 面談・面接練習・保険・年金について 個人面談・面接練習・保険・年金について

3 面談・面接練習 個人面談

4 面談・面接練習 個人面談

9 面談・面接練習・保険・年金について 個人面談・面接練習・保険・年金について

10 面談・面接練習・保険・年金について 個人面談・面接練習・保険・年金について

7 面談・面接練習・保険・年金について 個人面談・面接練習・保険・年金について

8 面談・面接練習・保険・年金について 個人面談・面接練習・保険・年金について

13 面談・面接練習・保険・年金について 個人面談・面接練習・保険・年金について

14 前期末試験 期末試験

11 面談・面接練習・保険・年金について 個人面談・面接練習・保険・年金について

12 面談・面接練習・保険・年金について 個人面談・面接練習・保険・年金について

17 面談・面接練習・一般常識問題 個人面談・面接練習・計算問題

18 面談・面接練習・一般常識問題 個人面談・面接練習・計算問題

15 試験返却・解答解説 解答解説　まとめ

16 面談・面接練習・一般常識問題 個人面談・面接練習・計算問題

21 面談・面接練習・一般常識問題 個人面談・面接練習・二十四節季と挨拶状

22 面談・面接練習・一般常識問題 個人面談・面接練習・慶事弔事のマナー

19 面談・面接練習・一般常識問題 個人面談・面接練習・計算問題

20 面談・面接練習・一般常識問題 個人面談・面接練習・二十四節季と挨拶状

25 面談・面接練習・一般常識問題 個人面談・面接練習・冠婚葬祭のマナー

26 面談・面接練習・一般常識問題 個人面談・面接練習・お見舞いのマナー

23 面談・面接練習・一般常識問題 個人面談・面接練習・熨斗と水引

24 面談・面接練習・一般常識問題 個人面談・面接練習・冠婚葬祭のマナー

29 後期末試験

30 試験返却・解答解説

27 面談・面接練習・一般常識問題 個人面談・面接練習・贈り物のマナー

28 面談・面接練習・一般常識問題 個人面談・面接練習・贈り物のマナー
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令和7年度　シラバス

単位数

2

時間数

60

時数

教科書

３０時間でマスターＥｘｃｅｌ２０１９
学科 学年 学期 科目種別

授業科目名 ビジネスソフト実習（２）

担当者名 加藤　朗

実務経験

授業方法
（実教出版）

ドッグトレーナー 2 前後期 必修 実習

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 オリエンテーション
Ｅｘｃｅｌの機能、画面構成、マウスポインタ、入力
Wordとの違い

2 基本的な表作成（計算式と関数）
計算式と関数の利用（合計を求める）、効率的な
入力

授業概要
ビジネス社会でパソコンは欠かせない道具（ツール）であり、ペット業界とはいえ例外ではありません。その中
でもビジネス文書の作成が求められるスキルであり、その手段としてワープロ、表計算ソフトの利活用があり
ます。

学習到達
目標

ビジネスソフトのひとつである表計算ソフトの基本的な操作方法を理解します。MS-Eｘｃelを使用し、基本的な
操作方法を理解します。また、全国経理教育協会主催の文書処理検定（３・２級）の取得も目標とします。

評価方法 出席・課題取組・実技試験など総合評価

5 基本的な表作成（相対参照と絶対参照） 割合の計算、特定セルの利用、複写時の注意点

6 基本的な表作成（相対参照と絶対参照） 絶対参照（昨年比など様々な比較計算）

3 基本的な表作成（編集） 表操作（行と列の操作）、データの移動とコピー

4 基本的な表作成（表示形式） 関数（平均）、計算式

9 基本的な表作成（セルの設定） セル保護、条件付き書式

10 基本的な表作成（小数の処理） 端数処理

7 基本的な表作成（見やすい様式、罫線） 表示形式と罫線のパターン

8 基本的な表作成（関数） 最大値・最小値、カウント

13 期末試験 基本的な表作成のまとめ

14 グラフ作成 作成する際の注意点、棒グラフ

11 応用的な表作成（判定処理） ＩＦ関数による制御（基本パターン・複合条件）

12 応用的な表作成（判定処理） 複雑な制御(多分岐）

17 順位付けと並べ替え 全経文書処理3級（学習範囲以外について）

18 検定試験対策 全経文書処理3級（過去問題）の解き方

15 グラフ作成 折れ線グラフ、円グラフ

16 グラフ作成 ３Dグラフ、複合グラフ、レーダーチャート

21 表検索 Ｉｎｄｅｘ関数の理解

22 文字列処理 文字の長さ、取り出し、変換、結合

19 表検索 Vlookup関数の理解

20 表検索 Hlookup関数の理解

25 データベース機能（分析） データの抽出、グループ集計

26 データベース機能（分析） クロス集計

23 文字列処理 字列・数値の返還

24 データベース機能 便利な入力方法、ウィンドウ操作、並べ替え

29 マルチワークシートの利用 シートによる管理、条件付き関数

30 ワードとの連携、印刷 他アプリデータの挿入とリンク、様々な印刷設定

27 データベース関数 条件付きの合計・平均・最大・最小・カウント

28 期末試験 表検索、絶対参照、グラフ、データベース機能
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令和7年度　シラバス

単位数

2

時間数

30

時数

必修 座学

科目種別

授業科目名 犬の健康管理

担当者名 金野　留奈

実務経験

授業方法

教科書

めざせ早期発見！わかる犬の病気
学科 学年 学期

ドッグトレーナー 2 前期

授業概要
講義を通して様々な病気に関する知識を得ることで、早期発見と予防に努められる力を身に付けられるよう進
めていく。

学習到達
目標

・日常でよく見られる犬猫の病気について理解する。
・病気になる前の予防と悪化する前の早期発見の重要性を理解する。
・健康管理について、飼い主様に説明できる力を身に付ける。

評価方法 筆記試験

1 犬猫に寄生する消化管内寄生虫の予防について
トリミングサロンやペットショップ等で感染の危険
性がある消化管内寄生虫について、感染経路、
症状、予防方法などを知る。

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

2 消化管内寄生虫の検査方法について 消化管内寄生虫の検査方法を学ぶ。

3 消化管内寄生虫の検査方法について 消化管内寄生虫の検査方法を学ぶ。

4 主な皮膚病について
トリミングサロンやペットショップで見られることの
ある皮膚病の原因や症状について知る。

5 シャンプー療法について 薬用シャンプーの種類と洗い方を学ぶ。

6 シャンプー療法について 薬用シャンプーの種類と洗い方を学ぶ。

7 避妊・去勢手術のメリットについて
避妊・去勢手術により予防できる病気、抑制でき
る問題行動について知る。

8 避妊・去勢手術のデメリットについて
避妊・去勢手術の実施により起こりうるリスクにつ
いて学び、それを踏まえた上での手術の必要性
を知る。

9 犬猫によく見られる耳・眼の病気について
主な耳・眼の病気の原因と症状、予防について知
る。

10 犬猫によく見られる犬猫の呼吸器・循環器の病気について
主な呼吸器・循環器の病気について、原因と症
状、予防について知る。

11 犬猫によく見られる犬猫の呼吸器・循環器の病気について
主な呼吸器・循環器の病気について、原因と症
状、予防について知る。

12 歯周病について
歯周病の原因と症状、悪化により引き起こされる
病気について学ぶ。

13 デンタルケア
歯周病をはじめとする歯の病気を予防するため
のデンタルケアの方法を学ぶ。

14 後期末試験 期末試験

15 試験返却と解説・まとめ 解説・まとめ
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令和7年度　シラバス

単位数

4

時間数

60

時数

教科書

イラストでみる犬学
学科 学年 学期 科目種別

授業科目名 犬学（２）

担当者名 千葉　雅司

実務経験 ペットショップでの勤務経験あり

授業方法
（インターズー）

ドッグトレーナー 2 通年 必修 座学

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 各グループの特徴について 第１・２グループについて

2 各グループの特徴について 第３・４グループについて

授業概要 JKCにおける犬種標準について学ぶ

学習到達
目標

JKCの第１～１０グループの特徴について理解する。

評価方法 筆記試験

5 各グループの特徴について 第９・１０グループについて

6 第１グループ ボーダーコリー・ラフコリーについて

3 各グループの特徴について 第５・６グループについて

4 各グループの特徴について 第７・８グループについて

9 第２グループ バーニーズ・ブルドッグ・ドーベルマンについて

10 第２グループ ピンシャー・シュナウザーについて

7 第１グループ シェパード・オールドイングリッシュシープドッグについて

8 第１グループ シェルティー・コーギーについて

13 第４グループ ダックスフンドについて

14 前期末試験 前期末試験

11 第３グループ ジャックラッセルテリア・ケアーンテリア・ウェスティーについて

12 第３グループ ノーフォークテリア・ノーリッチテリア・ヨーキーについて

17 第５グループ ポメラニアン・ハスキー・日本スピッツについて

18 第６グループ バセットハウンド・ビーグルについて

15 試験返却・解答・解説　まとめ まとめ・解説

16 第５グループ 柴・秋田・紀州・甲斐・北海道・四国について

21 第８グループ アメリカンコッカー・イングリッシュコッカー・フラットコーデットレトリバーについて

19 第６グループ ダルメシアン・プチバセットグリフォンバンデーンについて

20 第７グループ イングリッシュポインター・アイリッシュセター・ワイマラナーについて
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22 第８グループ ゴールデン・ラブラドールについて

25 第９グループ マルチーズ・パピヨン・ペキニーズについて

26 第９グループ プードル・パグ・シーズーについて

23 第９グループ ビション・ボストン・チワワについて

24 第９グループ キャバリア・狆・フレンチブルドッグについて

29 後期末試験 後期末試験

30 試験返却・解答解説 解説・まとめ

27 第１０グループ アフガンハウンド・ボルゾイについて

28 第１０グループ イタグレ・ウィペットについて
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令和7年度　シラバス

単位数

2

時間数

60

時数

授業科目名 POP広告実習

担当者名 安住　智絵

実務経験 ペットイラストレーターとして活動

教科書

「手書きPOP」のつくり方
学科 学年 学期 授業方法

（同文館出版）

ドッグトレーナー 2 前後期 必修 座学

科目種別

授業概要
・POP広告の基礎知識を学ぶ
・犬の描き方を学ぶ
・用途や場所に合わせて様々な種類の広告を使い分ける

学習到達
目標

見やすく効果的なPOP広告を作成できる

評価方法 筆記試験、実技試験

6 AIDMAの法則について、POPの種類 購買時の心理について理解する

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 概要説明と校内の掲示物・用品室の見学 授業の必要性を知る

2 POP広告の定義と特長、効果 基本的知識を理解する

3

「自分の好きなもの」紹介POP作成 各犬種の知識と身体的特徴を知る4

5

7 色について 色の効果や組み合わせの印象を理解する

8
太ペンの使い方 太いペンのメリットと使い方を理解する

9

10
価格訴求の広告づくり 価格を強調する方法を理解する

11

12
品質訴求の広告づくり 内容を魅力的に見せる方法を理解する

13

14 イラストについて 写真とイラストの効果を理解する

15 期末試験

16 試験返却・まとめ

17

犬の描き方 担当犬種のイラストの描き方を理解する

18
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22 卓上POPづくり

掲示場所や目的に合ったPOPを作る23 抱きつきPOPづくり

24 ガーランド風POPづくり

19

担当犬の紹介POPづくり
わかりやすく特徴をまとめ、興味をもたせる広
告の作り方を学ぶ

20

21

25

シーズン装飾、POPづくり 季節に合った装飾を学ぶ

26

30 試験返却・まとめ

27

短時間でPOPをつくる練習 作成時間を常に意識する

28

29 期末試験
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令和7年度　シラバス

単位数

7

時間数

210

時数

授業科目名 グルーミング（２）

担当者名 内海　未希

実務経験 トリミングサロン勤務経験あり

教科書

学科 学年 学期 授業方法

ドッグトレーナー 2 通年 必修 座学・実習

科目種別

授業概要
2人1組で1頭のモデル犬を使用して作業を行う。ブラッシングやシャンプーなど、犬に対する必要最低限の
手入れについて実践的に学んでいく。また、2年次は犬を所有するため、パートナードッグを使用して仔犬に
対してのグルーミングの進め方や教え方についても並行して行う。

学習到達
目標

犬体の造りを理解し、犬に負担がかからないように作業する意識を身に付ける。
各道具の使用方法や注意点を理解し、犬に怪我をさせないように作業を行えるようになる。
効率よく作業を行うためにその犬に合わせた保定方法を理解し、身に付ける。
仔犬に対しての注意点・作業方法を理解し、実践できるようにする。

評価方法 筆記試験・実技試験

4～6

【座学】
足裏のクリッピング作業について
足周りのトリミング方法について
ベイジングの手順と効率性・注意点について

【モデル犬を使用しての実習授業】
ブラッシング・コーミング・耳掃除・爪切り・シャンプー・ドライ
ングまで
の作業工程の理解と実践

《1年次の復習》

・ブラシの持ち方と使用方法の理解

・ブラッシングからコーミングまでの効率性を
　学ぶ

・犬に合わせた保定方法を学ぶ

7～9

10～12

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1～3
年間の授業スケジュールとモデル犬の受付業務について
【モデル犬を使用】ブラッシングからドライングまでの実習

・お客様からご要望を聞く際の注意点や
　お返しの方法について理解する

40～42 前期末試験 前期末試験

13～15

16～18

19～21

22～24

25～27

28～30 【座学】
リンスとトリートメントの違いについて
ドライングの手順と効率性・注意点について

【モデル犬を使用しての実習授業】
足裏・足周り・肛門周り・腹部のクリッピングまでの
作業工程の理解と実践

・クリッパーの持ち方と注意点の理解

・各作業のクリッピングラインの理解

31～33

34～36

37～39

43～45 試験返却・解答・解説　まとめ まとめ・解説

46～48
【座学】
パピー犬に対する接し方と作業の教え方

・パピー犬に対するグルーミング作業の
　進め方の理解

・マイナスの印象を与えない作業方法を学ぶ49～51
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52～54 【座学】
各部位に合わせたハサミの使用方法
クリッパーについて
飾り毛のトリミングについて

【モデル犬を使用しての実習授業】
飾り毛カットについて

・ハサミやクリッパーに関する知識の習得

・各部位の飾り毛カットの形と方法の理解

55～57

58～60

61～63

64～66
【座学】
作業中に使用する犬体名称について
犬の状況に合わせた作業方法について

【モデル犬を使用しての実習授業】
グルーミング作業の時短について

・犬の状況に合わせて作業時間を配慮し、
　出来る限り犬に負担のない作業方法を見つ
　け出す

・１つ１つの作業を手際よく行い、時短を意識す
　る

67～69

70～72

73～75

101～105 試験返却・解答解説 解説・まとめ

76～78
【座学】
お客様に対するグルーミング作業の説明方法について

【モデル犬を使用しての実習授業】
作業時の犬との向き合いについて
グルーミングの意味について

・飼い主様自宅でのグルーミング方法を伝えら
　れる能力を身に付ける

・作業を行う際の自身のメンタルについて考
　え、犬との接し方を見直す

79～81

82～89

90～100 後期末試験 後期末試験
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令和7年度　シラバス

単位数

12

時間数

360

時数

教科書

学科 学年 学期 科目種別

授業科目名 トレーニング実習（２）

担当者名 澤口　桂・早坂　政人・星川　静香

実務経験 警察犬訓練所での勤務経験あり

授業方法

ドッグトレーナー 2 通年 必修 座学・実習

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1～6 基本のしつけ お座り・お散歩・呼び戻し

7～12 基本のしつけ お座り・お散歩・呼び戻し

授業概要 実技を主としたしつけの練習とトリックの練習を行う。

学習到達
目標

パートナードッグの性格を理解し、基本のしつけと個性を活かしたトリックを習得する。

評価方法 筆記試験・実技試験

26～31 基本のしつけ お座り・お散歩・呼び戻し

32～37 基本のしつけ お座り・お散歩・呼び戻し

13～19 基本のしつけ お座り・お散歩・呼び戻し

20～25 基本のしつけ お座り・お散歩・呼び戻し

50～55 トリックの練習 個々の得意に着目し、強化する

56～61 トリックの練習 個々の得意に着目し、強化する

38～43 基本のしつけ お座り・お散歩・呼び戻し

44～49 トリックの練習 個々の得意に着目し、強化する

74～79 トリックの練習 個々の得意に着目し、強化する

80～88 トリックの練習 個々の得意に着目し、強化する

62～67 トリックの練習 個々の得意に着目し、強化する

68～73 トリックの練習 個々の得意に着目し、強化する

91～96 パピークラス 仔犬の社会化クラスの実施

97～102 パピークラス 仔犬の社会化クラスの実施

89 前期末試験

90 採点結果の返却

113～118 パピークラス 仔犬の社会化クラスの実施

103～108 パピークラス 仔犬の社会化クラスの実施

109～112 パピークラス 仔犬の社会化クラスの実施
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119～124 パピークラス 犬と子供のコミュニケーションについて

137～142 ハズバンダリートレーニング 受診動作・ハンドリングされることへの馴化

143～148 ハズバンダリートレーニング 受診動作・ハンドリングされることへの馴化

125～130 パピークラス 犬と子供のコミュニケーションについて

131～136 パピークラス 犬と子供のコミュニケーションについて

161～166 ハズバンダリートレーニング 受診動作・ハンドリングされることへの馴化

167～172 ハズバンダリートレーニング 受診動作・ハンドリングされることへの馴化

149～154 ハズバンダリートレーニング 受診動作・ハンドリングされることへの馴化

155～160 ハズバンダリートレーニング 受診動作・ハンドリングされることへの馴化

173～178 ハズバンダリートレーニング 受診動作・ハンドリングされることへの馴化

179 後期末試験

180 解説・まとめ
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令和7年度　シラバス

単位数

4

時間数

60

時数

授業科目名 ドッグライフアドバイザー（２）

担当者名 澤口　桂・星川　静香

実務経験 ドッグトレーニング教室での勤務経験あり

授業概要 パピークラスの重要性や飼い主様への説明の仕方、そのポイントについて学ぶ。

学習到達
目標

パピークラスの効果を理解し、計画を立てられるようになる。

評価方法 筆記試験

授業方法

ドッグトレーナー 2 通年 必修 座学

教科書

犬のしつけ学（基礎と応用）
学科 学年 学期 科目種別

3 コミュニケーションスキル 情報を記憶に残すことの必要性について知る

4 言葉によるコミュニケーションスキル
犬をトレーニンすするための技術や情報を、お客
様に対して効果的に伝えるスキルについて学び、
しつけ教室に求められるコミュニケーション能力を
理解する

5 視覚に訴えるコミュニケーションスキル

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1
２年次で学ぶこと
家庭で子犬を迎えたときに感じること

高度な訓練と家庭で求められるしつけの違いを
理解する

2 ドッグトレーニングインストラクターの資質 インストラクターとしての心構えを知る

9
犬を迎えるにあたって
仔犬の社会化とトイレトレーニング

10 仔犬の成長と行動特性 成長の程度に合わせた、必要な学びを知る。

6 陽性強化法を用いたトレーニングと犬の学習プロセス
犬の行動学と学習理論を理解し、トレーニングの
計画をたてる必要性を知り、難易度に分かれた
計画表を作成する。

7 陽性強化法を用いたトレーニングと犬の学習プロセス

8 陽性強化法を用いたトレーニングと犬の学習プロセス

13 パピークラスを始めましょう

14 前期末試験

11 パピーレッスンの重要性 社会化を行うことの利点を知る。

12 パピークラスを始めましょう パピークラスのデモンストレーションを行う。

17 パピークラスの計画をたてる グループワークで計画を作成する。

18 発表と評価 各グループのパピークラスを見る。

15 試験返却・解答解説

16 パピークラスの計画をたてる グループワークで計画を作成する。

21 パピークラスでゲームを行う意味

19 発表と評価 各グループのパピークラスを見る。

20 発表と評価 各グループのパピークラスを見る。
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22 犬と人が楽しめるゲーム

25 犬の能力を引き出す知育玩具 各メーカーの知育玩具について理解する。

26 犬が集中するおもちゃ 犬にとって魅力のあるおもちゃを知る。

23 目標を達成するためのゲーム作り グループワーク

24 ゲームの発表 各グループの発表を見る。

30 試験返却・解答解説

27 メディカルトレーニング
嫌悪刺激について知り、脱感作を行うことの重要
性を理解する。

28 メディカルトレーニング

29 後期末試験
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令和7年度　シラバス

単位数

2

時間数

30

時数

授業科目名 猫学

担当者名 千葉　雅司

実務経験 ペットショップでの勤務経験あり

教科書

はじめての猫　飼い方・育て方
学科 学年 学期 授業方法

（株式会社Gakken）

ペットの飼養管理
ドッグトレーナー 2 後期 必修 座学

（日本愛玩動物協会）

科目種別

2 猫の習性と体の特徴 猫の生理・生態について

授業概要 犬と猫の違いや習性・猫種について学ぶ

学習到達
目標

猫の歴史や生態について理解する

評価方法 筆記試験

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 猫のルーツ・猫と人との関わり
ネコ科の誕生から現在までの猫と人とのかか
わり

3 猫の習性と体の特徴 猫の体の特徴について

4 猫の選び方 どんな猫を選ぶか

5 猫の選び方 どこから迎えるか

6 猫の飼養管理 環境づくり

7 猫の飼養管理 食事管理

8 猫の飼養管理 食事管理

9 猫との接し方 基本の接し方

10 猫との接し方 体の手入れ

11 猫の健康管理 家で出来る健康チェック

12 猫の健康管理 動物病院との付き合い方

15 試験返却・解答・解説　まとめ まとめ・解説

13 猫の健康管理 猫がかかりやすい病気

14 前期末試験 前期末試験
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令和7年度　シラバス

単位数

4

時間数

60

時数

教科書

ペットショップ　基礎＆実践
学科 学年 学期 科目種別

授業科目名 ペットショップ販売学（２）

担当者名 千葉　雅司

実務経験 ペットショップでの勤務経験あり

授業方法
（インターズー）

ドッグトレーナー 2 通年 必修 座学

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 ペットショップの売り場 売り場作りの重要要素

2 ペットショップの売り場 売り場作りの重要要素

授業概要 ペットショップでの販売に関する基礎知識と接客の基本

学習到達
目標

ペットショップでの売り場作りのポイントや接客のポイントについて理解する

評価方法 筆記試験

5 ペットショップの売り場 見たくなる売り場作り

6 ペットショップの売り場 ふれたくなる売り場作り

3 ペットショップの売り場 入りやすい売り場作り

4 ペットショップの売り場 まわりやすい売り場作り

9 商品販売のポイント ペットフードの販売ポイント

10 商品販売のポイント ハウスの販売ポイント

7 ペットショップの売り場 まとめ

8 商品販売のポイント ペットフードの販売ポイント

13 商品販売のポイント 犬用アクセサリーの販売ポイント

14 前期末試験 前期末試験

11 商品販売のポイント リード・カラー・おもちゃの販売ポイント

12 商品販売のポイント お手入れ用品の販売ポイント

17 店舗のオペレーションとマネジメント ペットショップの仕入れ業務

18 店舗のオペレーションとマネジメント ペットショップの仕入れ業務

15 試験返却・解答・解説　まとめ まとめ・解説

16 店舗のオペレーションとマネジメント ペットショップの仕入れ業務

21 店舗のオペレーションとマネジメント ペットショップの仕入れ業務

19 店舗のオペレーションとマネジメント ペットショップの仕入れ業務

20 店舗のオペレーションとマネジメント ペットショップの仕入れ業務
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22 店舗のオペレーションとマネジメント ペットショップの仕入れ業務

25 店舗のオペレーションとマネジメント 在庫管理の基礎知識

26 店舗のオペレーションとマネジメント 販売管理と基礎知識

23 店舗のオペレーションとマネジメント 在庫管理の基礎知識

24 店舗のオペレーションとマネジメント 在庫管理の基礎知識

29 後期末試験 後期末試験

30 試験返却・解答解説 解説・まとめ

27 ペットショップでの接客の基本と実際 マナーが必要な理由

28 ペットショップでの接客の基本と実際 店内における接客の注意
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令和7年度　シラバス

単位数

2

時間数

30

時数

授業科目名 ホリスティックケア

担当者名 加藤　ゆかり

実務経験 カピリナドッグケアスクールで各種セミナーを行う

教科書

プレイズタッチ
学科 学年 学期 授業方法

ペットホリスティックケア

ドッグトレーナー 2 前期 必修 座学

科目種別

2 プレイズタッチ プレイズタッチ（おはよう）

授業概要 犬のマッサージやアロマテラピーなど内面から健康にする方法を学ぶ

学習到達
目標

マッサージの手順やアロマの効能を理解する

評価方法 筆記試験

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 プレイズタッチ プレイズタッチ（大好き）

3 プレイズタッチ プレイズタッチ（おやすみ）

4 犬のボディーランゲージ 犬のボディーランゲージを理解する

5 ドッグフィットネス初級 ドッグフィットネスについて理解する

6 ドッグフィットネス初級 器具の使い方について理解する

7 ドッグフィットネス初級 安全なフィットネスの行い方を学ぶ

8 ドッグフィットネス初級 安全なフィットネスの行い方を学ぶ

9 ドッグフィットネス中級 ドッグフィットネスの応用

10 ドッグフィットネス中級 様々な器具の使い方

11 ドッグフィットネス中級 より有効な運動方法を学ぶ

12 ドッグフィットネス中級 より有効な運動方法を学ぶ

15 試験返却・解答・解説　まとめ まとめ・解説

13 ドッグフィットネス中級 より有効な運動方法を学ぶ

14 前期末試験 前期末試験
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